ひまわり栽培マニュアル（平成２３年度版）
このマニュアルは、一般的な栽培方法を示したものです。

栽培する場合には、よく観察し、栽培状況に応じて臨機応変に対応するよう心がけてください。

１　概要

（１）スケジュール

ひまわりは、種まき後２ヶ月ぐらいで花が咲き、花が咲き終わってから数週間で種を収穫します。

千葉県の日照時間、平均気温などを考慮すれば、５月下旬に種まき、８月初旬に開花、９月初旬に収穫するのが一般的です。

梅雨による湿害を避けるため、６月中旬から下旬にかけて種をまく方法もありますが、収穫時期に台風や長雨にあうおそれもあります。
人手を必要とするのは、種まき、除草、花の採取、実の採取です。採取を夏休み中に終了させるのか、シルバーウイークを狙うのかによって種まき時期を決めます。

昨年は８月にほとんど雨が降らず、枯れてしまったところが多く見られ、結果的にゴールデンウィーク直後に種まきしたところがうまく収穫できたようですが、天候のことは予測できません。
（２）規模

油用のひまわりは、一般的な畑では１００平方メートルで６００ぐらいの花を咲かせるのが効率的で、約２０ｋｇの種が取れます。その種を搾油機でしぼれば約４リットルの油がとれます。

成熟した花は、切り取り、種を取り、さらに乾燥するのに人手と場所が必要です。２０ｋｇの種を並べて乾燥するには面積を計算すれば８畳間ぐらいのスペースを確保しなければなりません。

（３）栽培場所

ひまわりは、直根が地中深く伸びる植物です。プランターでは根が伸びず、観賞用の花は咲きますが、油の取れる実ができません。地下水位が高くない日当たりの良い畑を選んで深く耕してください。水気が多い休耕田の場合は排水溝を深く掘るなど、排水性を改善することを考えてください。

これらのことを考慮してスケジュール、栽培規模と栽培場所をきめてください。

２　畑の準備

実施が決まったら畑の準備をします。

①　ひまわりは直根が伸びるので種まきの前にできるだけ深く耕し、十分に砕土してください。湿害を防ぐため、畝立て（６０～７０cm幅程度）すると効果的です。

ポットに種をまき、移植するのは根をいためるので、できるだけ直播してください。移植しなければならない事情があるときは、大きく育つ前に移植してください。

②　ひまわりは生育期間が短いため、基本的に必要な肥料は、全て種をまく前に畑に入れておく元肥で行います。肥料の量は１００平方メートル当たり窒素、リン酸、カリともに６～８百グラム程度です。（一般的な８８８化成肥料なら１平方メートル当たり１００グラム程度になります。）。

本格的に栽培する場合は、土壌分析を行い、残留成分を差し引いて施肥してください。

（種まき）

配布した種は、チウラムという殺菌剤が塗付されているので、取扱いには十分注意してください。（直接手で触れないでください。）

①　種は、１平方メートルあたり６株ぐらいとなるよう蒔きます。うね幅６０ｃｍ、株間３０ｃｍぐらいです。

②　畝に３cm程度の深さの種まきの溝を作ります。

③　種は１粒ずつの点まきします。支給する種はほとんど１００％芽が出ます。心配であれば数ｃｍはなして２粒まいてください。

④　種をまいたら薄く（２～３センチメートル程度）土をかけてください。

（管理）

①　雑草が多い場合はこまめに除草を行います。

②　播種直後の地中の種子や出芽後しばらくの間はハトの被害、カラスによる引抜きの被害を受けることがあり、必要に応じて防鳥ネットなどの対策をしてください。
③　２粒づつまいた時は、15～20cm程度に茎が伸びたときに1本立てにします。間引きしないと、茎が細くなり、台風等で倒れやすくなります。

④　播種後３～４週間ごろ、倒伏防止を兼ねて畝の間を耕やし、土寄せを行います。

（病害虫対策）

①　菌核病は、頭花の腐敗や立ち枯れを起こす病害で、土壌を媒介にして伝染します。開花時期に湿気が多すぎる環境で発生し、収量が大幅に（４分の１程度に）減小します。以下に注意して栽培してください。

ａ 降雨期の開花を回避する。（これは避けようがありません。）

ｂ 株の間隔をあけ、風通しをよくする。

ｃ 除草をよくする。

ｄ 土壌伝染による発症を防止するため、連作を避ける。

②　空洞病も同様の環境で発生するので、対策としては同様になります。
花が咲いたあとは収穫マニュアルをご覧ください。

